
【議案審議】　
６月定例会で決まったこと ··················４

【新体制スタート！】　
議会人の決意 ···································２

【一般質問】　
役場内の労務管理、物価高騰対策
学校給食など ····································６

　５月２７、２８日、一泊二日の日程でろくのへ体験観光ツアー
が開催されました。参加者は、町内で、田植えや、カヤック、
川辺でのサウナ、五右衛門風呂等、六戸の魅力を体験し、地
元自慢のプレミアムシャモロック＃６も味わいました。
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町の魅力を体感!
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　町議会議員選挙は４月18日に告示され、４月23日の議会議員の選挙において 12名の議員が決定し
ました。５月８日に臨時会を開き、議長、副議長を選挙で選出したほか、常任委員や監査委員など
も決定いたしました。
　４年間の任期中、町民の付託にこたえる議会活動ができるよう、議員一同決意を新たにしています。

新議会スタート‼ 議会人の決意
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光
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彦
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員　
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根　
一　
男

委　
　
員　
杉　
山　
茂　
夫

委　
　
員　
高　
坂　
　
　
茂

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

監
査
委
員
　
　
　
　
　

種　
市　
正　
孝

議
会
運
営
委
員
会

　
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
町
政
に
」
を
目

標
に
議
員
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
三
期
目
も
引
き
続
き
、
町
民
主
体
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

産業民生常任委員会(6人）

長
な が

根
ね

 一
か ず

男
お

委 員 長

松
ま つ

村
む ら

 英
え い

子
こ

　
「
あ
な
た
の
声
を
町
政
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

町
の
抱
え
る
問
題
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

松
ま つ

橋
は し

 一
か ず

男
お

副委員長

苫
と ま

米
べ

地
ち

 繁
し げ

雄
お

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
を
目
標

に
、
福
祉
、
教
育
、
農
業
、
環
境
等
、
町
行
政

の
諸
問
題
に
議
員
と
し
て
、
自
覚
を
持
ち
取
り

組
み
ま
す
。
町
民
の
声
を
町
政
に
‼

久
きゅうでん

田 伸
し ん

一
い ち

　
産
業
の
更
な
る
発
展
、
子
育
て
事
業
の
充
実

等
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
議
会
改
革

の
推
進
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
５
月
８
日
の
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
選
出
さ

れ
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
今
、
六
戸
町
が
直
面
し
て
い

る
待
っ
た
な
し
の
課
題
は
、
令
和

７
年
４
月
開
校
の
六
戸
学
園
の
建

設
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
農
業
振

興
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
山
積

し
て
い
ま
す
。

下
し も

田
だ

 敏
と し

美
み

議　　長

　
私
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
先

導
役
と
し
て
議
会
運
営
に
つ
い
て
、

中
立
、
公
平
、
公
正
の
立
場
を
堅

持
し
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
推

進
し
て
町
発
展
の
た
め
に
努
力
し

ま
す
。

町
発
展
の
た
め
に
努
力
を

　
高
齢
者
、
弱
者
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
等
、
町
独
自
の
施
策
の
確
保
、

令
和
７
年
に
開
校
予
定
の
小
中
一
貫
義
務
教
育

学
校
の
整
備
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

山
や ま

本
も と

　実
みのる

委 員 長

　
「
教
育
は
福
祉
」
の
観
点
か
ら
、
令
和
7
年

に
新
た
な
六
戸
学
園
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
県
内
一
素
晴
ら
し
い
学
校
と
い
わ
れ
る
、

誇
れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

高
こ う

坂
さ か

　茂
しげる

副委員長

種
た ね

市
い ち

 正
ま さ

孝
た か

　
少
し
で
も
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
減

ら
す
事
が
出
来
る
施
策
の
提
案
。
ま
た
、
こ
の

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
で

も
多
く
六
戸
町
に
定
住
出
来
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

盛
も り

田
た

 嘉
よ し

彦
ひ こ

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
疲
弊
し
た
町
事

業
所
等
の
立
て
直
し
、
新
設
す
る
六
戸
学
園
の

基
盤
作
り
へ
の
協
力
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、

健
診
率
向
上
を
柱
と
す
る
健
康
を
守
る
た
め
の

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

川
か わ

村
む ら

 重
し げ

光
み つ

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
公
平
で
透
明
性
の
高
い
政
策
決
定

が
出
来
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
努
め
ま
す
。

　
選
挙
後
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

光
栄
に
も
副
議
長
に
選
出
さ
れ
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

地
方
議
会
改
革
の
旗
の
も
と
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
や
町
民
と
の

意
見
交
換
会
な
ど
議
会
の
活
性
化

と
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
取

杉
す ぎ

山
や ま

 茂
し げ

夫
お

副 議 長

持
続
可
能
な
町
と
自
然
を
愛
す
る
人
づ
く
り

総務常任委員会（6人）

　
4
年
間
で
子
ど
も
達
が
希
望
を
持
て
る
町
づ

く
り
、
教
育
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
居

場
所
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
六
戸
町
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
下
田
議
長
の
方
針
の
も

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
検
討
と

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
、

特
に
六
戸
学
園
の
開
校
に
向
け
た

周
辺
の
環
境
整
備
や
町
施
設
と
廃

校
舎
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

議 員

改 選

※
新
議
員
の
詳
し
い
紹
介
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常任委員会
　常任委員会は、総務常任委員会と産業民生常任委員会
の２つあります。
　六戸町における事務に関する調査や議案などを担当委
員会で専門的に審査しています。

議会運営委員会
　常任委員会とは別に、議会運営を円滑に、効率的に運
営するため、本会議での議事の運営方法や議案等の取扱
いについて協議し意見調整を図る場として設置されてい
ます。

今回は、六戸町の地域に祀られる神々を一部紹介いたします（六戸町史より）
今熊保食（うけもち）神社…祭神は保食神（日本神話で五穀を司る神。食物の神）　六戸町最古の神社といわれ、
七戸南部33番霊所の第31番札所　折茂護摩堂は末社

六戸地域の神々
トピックス

舘野熊野神社（祭神は日本で最初の夫婦神として「古事記」に登場するイザナギ・イザナミ）
六戸秋祭りで神輿渡御の犬落瀬熊野神社本宮が明治新政府の神仏分離令により廃社し、明治
20年に複社の願いで舘野に鎮座　

六戸地域の神々
トピックス
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6
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日

か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
専
決
処

分
の
報
告
や
条
例
の
一
部
改
正
、

令
和
５
年
度
補
正
予
算
な
ど
、

２0
件
の
案
件
が
町
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
し
た
結
果
、

議
員
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
議
員
が
登
壇
。

役
場
内
の
労
務
管
理
、
物
価
高

騰
対
策
、
学
校
給
食
事
業
、
選

挙
投
票
率
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
審
議
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

条　
　
例

◇
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校
設
置

条
例

　
町
内
の
全
小
中
学
校
を
統
合
し
、

９
年
間
の
小
中
一
貫
教
育
を
行
う

義
務
教
育
学
校
を
令
和
７
年
４
月

１
日
に
開
校
す
る
た
め
に
、
設
置

に
関
し
て
の
必
要
な
事
項
を
定
め

た
も
の
で
す
。

校
名　

六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園

場
所六

戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
坪
毛
沢

25
番
地
１
６
３

（
旧
六
戸
高
等
学
校
跡
地
）

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
に
９
７
５
２
万
円
増

額
　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
に
９
７
５
２
万
円
を
増

額
し
、
総
額
が
79
億
７
６
５
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
ほ
か

　

１
０
０
６
万
円

▽
電
力
・
ガ
ス
・
食
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金

　

３
６
０
０
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に

１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
給
付

す
る
事
業
）

▽
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

▽
ひ
と
り
親
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

▽
農
業
経
営
に
関
す
る
意
向
調
査

及
び
目
標
地
図
素
案
作
成
業
務

ほ
か　
　
　
　

１
４
８
０
万
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支

援
事
業　
　
　

２
５
１
７
万
円

地
域
農
業

問　
長
根
一
男
議
員

　
地
域
計
画
策
定
に
伴
う
、
農
業

経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
及
び
目

標
地
図
素
案
作
成
業
務
の
内
容
は

答
　
農
政
課
長

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月
よ

り
、
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
示
し

た「
人・
農
地
プ
ラ
ン
」が「
地
域

計
画
」
に
名
称
が
変
わ
り
、「
目

標
地
図
」
を
新
た
に
作
成
さ
れ
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
目
標
地
図
」
は
、
高
齢
等
で

耕
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、

次
の
耕
作
者
へ
ス
ム
ー
ズ
に
引
き

継
が
れ
る
よ
う
、
10
年
後
の
耕
作

予
定
者
を
示
す
も
の
で
、
農
地
利

用
の
将
来
図
と
な
る
も
の
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
作
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
額
交
付
金
で
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問　
盛
田
嘉
彦
議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
売

日
と
販
売
セ
ッ
ト
数
は

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
発
売
時
期
は
、
８
月
20
日
、
日

曜
日
を
予
定
し
て
お
り
、
４
千
セ

ッ
ト
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問　
高
坂
茂
議
員

　
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
場
所

は
。
ま
た
実
施
の
期
間
は

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
主
要
地
方
道
、
八
戸
三
沢
線
の

上
町
、
中
町
、
南
町
一
、
南
町
二
、

押
込
、
下
町
の
町
内
会
に
あ
る
、

ス
ズ
ラ
ン
型
の
街
路
灯
１
０
３
基

に
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
１
月
末

ま
で
に
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
、
街
路
灯

校名は六戸町立義務教育学校六戸学園

校章は公募した中から
選考された最優秀作品。
町の木の楓の葉をベー
スにしています。

「六戸学園」
の校章

８月発売予定の
プレミアム付商品券

質

疑

蒼前神社（馬の守護神）…七百馬頭観世音神社、川原新田馬頭観世音堂、高館駒山神社、高館馬頭観世音堂、
鶴喰駒形神社、上吉田蒼前神社、金矢駒形神社、高林神社（折茂）馬頭観世音気比神社（沖山）、馬頭霊神社

（舘野）、舘野蒼前神社、國一蒼前神社（七百）、六戸町産馬振興会駒形神社（舘野）

六戸地域の神々
トピックス
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審
議
し
た
議
案

審議した議案の 否賛
議　　案　　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

報　　告
令和４年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書

― 報
告令和４年度六戸町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

令和４年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書

条 例 の
一部改正
（専決処分）

六戸町税条例等の一部を改正する条例（令和６年度から課税される森林環境税の導入に
伴う改正及び、固定資産税、軽自動車税に関する法令改正に伴う所要の規定の整備等）

全
員
賛
成

承
認 ５

月
８
日

六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（地方税法施行令等の一部を改正す
る政令及び地方税法施行規則等の一部を改正する省令に伴い、後期高齢者支援金等課
税額の限度額を２万円引き上げ、減額措置に係る軽減判定所得の基準額の見直し等）
六戸町原子力発電施設等立地地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部
を改正する条例（関係省令の一部改正に伴い、不均一課税の適用期限の変更）
六戸町承認地域経済牽引事業のために設置される施設に係る固定資産税の特別措置に
関する条例の一部を改正する条例（関係省令の一部改正に伴い、根拠法令となる法律名
を改め、課税免除の適用期限の変更）

令和４年度
補正予算
（専決処分）

一般会計補正予算（第８号）（2590万円を増額補正）
一般会計補正予算（第９号）（3億169万円を減額補正）
国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）（9806万円を減額補正）
下水道事業特別会計補正予算（第５号）（2777万円を減額補正）
農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）（809万円を減額補正）
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（5754万円を減額補正）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）（9千円を減額補正）
国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）（3142万円を減額補正）

財産取得 財産の取得について（町民バス（中型バス）２台購入：4246万円） 可決

人　　事 六戸町監査委員の選任（種市正孝氏=赤田、再任） 全員
起立

同
意

第２回臨時会（開会５月８日）

議　　案　　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

条　　例 六戸町立義務教育学校設置条例（令和７年４月１日に開校する六戸町立義務教育学校
の設置のため、名称及び位置について定めるもの） 全

員
賛
成

可
決 ６

月
７
日

令和５年度
補正予算

一般会計補正予算（第１号）（9752万円を増額補正）
下水道事業特別会計補正予算（第１号）（440万円を増額補正）
農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（410万円を減額補正）

人　　事
教育委員会教育長の任命（任期満了に伴う瀧口孝之氏の再任に同意を求めるもの） 全員

起立
同
意農業委員会委員の任命（任期満了に伴う委員15名の任命に同意を求めるもの）

第３回定例会（開会６月５日）

議　　案　　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

工事の契約 工事の請負契約（旧県立六戸高等学校建物等解体工事）（契約金額：3億4320万円）
全
員
賛
成

可
決

６
月
30
日

第４回臨時会（開会６月30日）

八幡神社（全国11万の神社のうち八幡さまが最も多く、４万600社あまりのお社があります…鶴喰若宮
八幡宮（祭神は応神天皇）、高森八幡宮、古里八幡宮、折茂新田八幡宮、犬落瀬若宮八幡宮、柳町八幡宮

六戸地域の神々
トピックス
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一
般
質
問

職員の働き方改革は
職場改善に努力 ― 町長

松
ま つ

村
む ら

 英
え い

子
こ

議員

６
月
定
例
会
は
、
３
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問問　
役
場
職
員
の
不
足
に

よ
り
、
過
重
労
働
と
思

わ
れ
る
仕
事
環
境
の
悪
さ
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
町
の
考
え
は

町
長
町
長　
正
職
員
の
不
足
の

対
応
と
し
て
、
会
計

年
度
任
用
職
員
を
採
用
し
て

充
足
し
て
お
り
、
過
重
労
働

の
環
境
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問問　
職
員
を
充
足
し
て
い

る
の
に
、
毎
日
遅
く
ま

で
残
っ
て
い
る
の
は

町
長
町
長　
基
本
的
に
５
時
退

庁
と
い
う
の
は
、
常

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
な
業
務
が
な
い
限
り
、

早
く
退
庁
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
業
務
担
当
が
一
人
の

た
め
、
有
休
が
取
れ
な

い
。
ス
ト
レ
ス
で
心
身
症
等

に
な
る
職
員
が
多
す
ぎ
る
。

管
理
職
は
職
員
が
ど
れ
だ
け

残
業
し
て
い
る
か
理
解
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
見

に
対
し
て
の
考
え
は

総
務
課
長

総
務
課
長　
仕
事
の
調
整

等
の
支
援
を
組

め
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
よ

う
な
意
見
が
出
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
す
。
ま
ず
は
、
上

司
と
部
下
の
間
で
話
し
合
え

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

今
後
、
指
導
し
て
い
く
―
総
務
課
長

問問　
役
場
の
中
で
、
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
思

わ
れ
る
対
応
を
行
っ
て
い
る

管
理
職
が
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
管
理
職
に
対
し

て
の
指
導
は

総
務
課
長

総
務
課
長　
管
理
職
の
立

場
と
し
て
の
注

意
や
指
導
が
、
そ
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
総
務
課
は
職
員
全
体

を
把
握
す
る
役
目
が
あ

る
の
で
は

総
務
課
長

総
務
課
長　
総
務
課
が
職

員
の
相
談
窓
口

で
す
の
で
、
相
談
を
受
け
る

体
制
に
つ
い
て
、
充
実
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
町
長　
今
後
、
よ
り
職
員

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
職
場

環
境
を
改
善
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
子
育
て
支
援
の
た
め

に
も
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

検
討
し
て
は

町
長
町
長　
当
町
で
は
、
一
時

保
育
利
用
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
少
な
い
た
め
、
こ

ど
も
園
で
の
一
時
預
か
り
事

業
や
延
長
時
間
保
育
事
業
、

な
か
よ
し
会
で
の
保
育
時
間

の
延
長
等
で
一
定
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
お
り
、
実
施
の

検
討
は
現
在
は
行
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
町
で
事
業
を

行
う
た
め
に
は
、

財
政
状
況
、
人
員
確
保
の
問

題
等
の
検
討
事
項
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ニ
ー
ズ

調
査
を
し
て
か
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
設
置
を

ニ
ー
ズ
調
査
し
て
か
ら
対
応
―
福
祉
課
長

更なるコミュニケーションを図れる環境を

※

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」と
は
…

　

育
児
援
助
を
受
け
た
い
人
と

育
児
の
応
援
を
し
た
い
人
が
、

会
員
と
な
り
一
時
的
に
子
ど
も

を
預
か
る
制
度

稲荷神社（名の通り稲に関する神様で、稲の豊作にご利益があると崇敬されています）…岡沼稲荷神社、
上吉田稲荷神社、報徳稲荷神社（林）、高屋敷稲荷神社、舘野稲荷神社、下吉田稲荷神社、赤石竹駒稲荷
神社、上坂稲荷神社（米沢）

六戸地域の神々
トピックス
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一
般
質
問

長
な が

根
ね

 一
か ず

男
お

議員

問問　
国
・
県
で
も
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
国
・
県
に

先
立
ち
、
当
町
で
も
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
検
討
し

て
み
て
は

教
育
長

教
育
長　
当
町
の
学
校
給

食
は
、
十
和
田
市

と
連
携
し
て
広
域
事
務
組
合

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
給
食
の
食
材
費
は
、
１
食

当
た
り
小
学
校
で
２
６
０
円
、

中
学
校
で
２
９
０
円
を
保
護

者
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
食
材
価
格
が
高
騰

す
る
中
で
、
質
を
維
持
し
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、
十
和

田
市
と
協
議
し
、
食
材
価
格

高
騰
に
よ
る
保
護
者
負
担
は

求
め
ず
、
令
和
５
年
度
は
学

校
給
食
に
係
る
食
材
分
と
し

て
、
１
食
当
た
り
20
円
、
市

と
町
で
負
担
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
全
児
童
生
徒
の
給
食
費
を

無
料
と
し
た
場
合
、
令
和
５

年
度
試
算
で
約
５
５
０
０
万

円
の
経
費
を
毎
年
度
、
町
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問問　
食
料
品
や
電
気
料
金

の
値
上
げ
に
対
し
、
支

援
事
業
を
行
う
考
え
は

町
長
町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
各
種
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
事
業
概
要
と
し
て
は
、
高

齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、

児
童
福
祉
施
設
を
対
象
と
し
、

支
援
金
を
給
付
す
る
社
会
福

祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業
。
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
対
象
と
し
、
１
世
帯
３

万
円
を
給
付
す
る
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
給
付
金
事
業
。
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
町
民

の
生
活
の
支
援
を
目
的
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

支
援
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。問問　

全
世
帯
に
行
き
渡
る

よ
う
な
支
援
策
は

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　
国
の
臨
時

交
付
金
等
を

活
用
し
て
実
施
す
る
た
め
、

交
付
金
に
該
当
す
る
形
で
の

支
援
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
全

世
帯
で
は
な
く
、
非
課
税
世

帯
等
を
中
心
と
し
た
支
援
策

と
な
り
ま
す
。

問問　
肥
料
や
燃
料
の
高
騰

に
対
し
、
農
家
へ
の
支

援
対
策
は

町
長
町
長　
昨
年
度
、
農
業
肥

料
等
高
騰
対
策
事
業

と
し
て
、
申
請
者
２
７
４
名

に
対
し
総
額
４
７
９
３
万
円

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
国
及
び
県
へ
支
援

策
に
つ
い
て
の
要
望
を
実
施

し
、
財
政
面
も
考
慮
し
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
政
課
長

農
政
課
長　
５
月
に
上
十

三
地
区
農
業
委

員
会
連
絡
協
議
会
の
中
で
、

肥
料
高
騰
、
軽
油
の
免
税
に

つ
い
て
、
県
出
身
の
国
会
議

員
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
考
え
は

現
状
で
は
考
え
づ
ら
い
―
教
育
長

今後の物価高騰対策は
交付金、財政面を考慮し支援策を検討 ― 町長

み
ん
な
が
大
好
き
な
給
食
の
時
間

そ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
給
食
費
の
無
償
化
は

考
え
づ
ら
い
状
況
で
す
。

天満宮（言わずと知れた菅原道真を祀る、学問の守護神）…若宮天幡宮（光昌寺境内）、赤田天満宮、
長谷天満宮、入口天満宮、金矢三十六天神社、存応天満宮（鶴喰）、天麻大明神社（堀切）、高見天
満宮、中堤天満宮（長谷）

六戸地域の神々
トピックス
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一
般
質
問

問問　
当
町
の
学
校
給
食
費

を
無
償
化
で
き
な
い
か

町
長
町
長　
当
町
の
給
食
費
は

広
域
事
業
の
た
め
、

十
和
田
市
と
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費

を
無
償
化
す
る
場
合
、
町
が

経
常
的
に
多
く
の
経
費
負
担

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
護
者
の
負
担
は
十
分
に
理

解
で
き
る
も
の
の
、
新
設
す

る
学
校
に
多
額
の
経
費
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
当
面
は
現

在
の
内
容
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
子
ど
も
医
療
費
を
高

校
生
ま
で
無
料
化
し
て

は町
長
町
長　
子
ど
も
医
療
費
助

成
は
、
平
成
20
年
４

月
よ
り
、
中
学
生
ま
で
を
対

投票率向上の対策は
選挙推進協議会で改善策を検討 ― 選挙管理委員長

問問　
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
に
お
け
る
当
町
の
投

票
率
の
結
果
は

選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長　
当
町
の
投

票
率
は
、
県

議
会
議
員
選
挙
40
・
18
％
、

町
議
会
議
員
選
挙
51
・
46
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

投
票
率
は
、
前
回
に
比
べ
大

幅
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
こ

の
現
実
を
重
く
受
け
止
め
、

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問問　
投
票
率
向
上
の
た
め

の
具
体
的
な
対
策
は

選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長　
選
挙
時
に
、

町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

防
災
無
線
で
の
放
送
、
防
災

ア
プ
リ
の
活
用
、
庁
舎
正
面

へ
懸
垂
幕
の
設
置
、
県
策
定

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
選
挙
公

高
こ う

坂
さ か

　茂
しげる

議員

象
に
、
３
年
に
１
度
、
財
政

状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
を
行

い
、
現
在
ま
で
延
長
し
実
施

し
て
い
ま
す
。
高
校
生
ま
で

の
助
成
拡
大
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
動
向
や
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
町
独
自
の
新
た
な
支

援
策
は

町
長
町
長　
六
戸
町
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
沿
っ
て
、
子
育

て
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
度
、
計
画

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

報
の
配
布
な
ど
に
よ
る
選
挙

啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問問　
次
回
選
挙
時
に
対
す

る
新
た
な
取
組
は

選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長　
新
た
に
選

挙
権
を
得
た

18
歳
到
達
者
に
、
投
票
啓
発

の
チ
ラ
シ
な
ど
の
発
送
、
町

内
の
中
学
校
で
選
挙
に
関
す

る
出
前
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
将
来
の
投
票
率
向
上
に

向
け
た
活
動
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
改
善
を
加

え
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

子
育
て
支
援
策
は

国
、
県
か
ら
の
支
援
制
度
で
対
応
―
町
長

問問　
子
育
て
支
援
と
し
て
、

3
人
目
か
ら
出
産
祝
金

を
交
付
す
る
等
の
新
た
な
施

策
を
考
え
て
は

町
長
町
長　
現
在
、
町
独
自
の

出
産
一
時
金
な
ど
、

新
た
な
支
援
策
の
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

は
じ
け
る
笑
顔
の
子
ど
も
達
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

龍神社（主に水を司る神様で、金運や商売繁盛などの御利益が）…地主八大龍神社（柴山）、通目木清龍大明神堂、
吉田清龍大明神、柏木龍神堂（沖山）、舘野龍神堂

六戸地域の神々
トピックス



9　ろくのへ議会だより　No.117

議場見学に来ました

初
心
忘
れ
ず
！

　

部
屋
の
片
づ
け
を
し
て
い
る
と
、
紙

袋
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
な
ん
と
新
人
時
代
の

39
名
の
子
ど
も
達
が
写
っ
て
い
た
入
園

式
の
写
真
で
し
た
。
懐
か
し
く
、
当
時

の
思
い
出
が
次
々
と
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。

　

当
時
の
先
生
方
は
・
・
・
。
そ
し
て
、

子
ど
も
達
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

緊
張
だ
ら
け
の
一
年
間
だ
っ
た
事
。

失
敗
し
て
も
「
大
丈
夫
よ
。」
と
優
し

く
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
。

　
「
こ
ん
な
心
の
温
か
い
先
生
に
な
ろ

う
。」
と
日
々
頑
張
っ
て
い
た
当
時
の

自
分
を
振
り
返
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
、
保
育
士
と

し
て
歩
ん
で
き
た
月
日
は
、
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
日
々
学
び
が
あ
り
、

生
き
る
事
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
に
で
き
る
事

を
探
し
て
「
楽
し
み
」
を
追
求
し
て
行

き
た
い
と
、
心
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
松
村　

英
子
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

広
報
委
員
の

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

８月豪雨の影響は
　
６
月
13
日
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会

で
は
、
所
管
事
務
で
あ
る
農
政
課
よ
り

「
令
和
５
年（
令
和
4
年
度
産
）春
堀
り

長
芋
の
出
荷
状
況
」
に
つ
い
て
の
聴
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
８
月
の
豪
雨
の
影
響
に
よ

り
、
収
穫
量
は
大
き
く
減
少
し
、
品
質

低
下
も
大
変
大
き
く
、
出
荷
で
き
な
い

生
産
者
も
あ
り
、
農
家
所
得
が
大
き
く

減
少
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
豪
雨
に
よ
り
、
長
芋
種
子
の

生
育
が
悪
く
、
長
芋
種
子
の
不
足
に
よ

り
、
令
和
５
年
度
産
の
長
い
も
の
作
付

面
積
が
減
少
し
て
い
る
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
町
の
長
い
も
生
産
の

維
持
と
、
他
の
野
菜
も
豪
雨
の
影
響
を

受
け
て
い
る
の
で
、
資
材
高
騰
対
策
、

肥
料
・
燃
料
高
騰
対
策
に
町
が
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
他
に
は
、
新
し
く
任
命
さ
れ
た

農
業
委
員
と
の
意
見
交
換
会
の
要
望
も

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
農
業
委
員
会
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
長
根　
一
男

　
総
務
常
任
員
会
で
は
、

６
月
22
日
に
今
後
の
委
員

会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
令
和
７
年

４
月
開
校
予
定
で
あ
る
、

小
中
一
貫
校
義
務
教
育
学

校
六
戸
学
園
を
中
心
に
検

討
を
行
い
た
い
と
の
意
見

や
、
現
在
各
校
で
行
っ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
活
動
に
つ
い
て
も

産業民生常任委員会

来庁した開知小学校３年生

　
６
月
21
日
、
開
知
小
学

校
３
年
生
の
児
童
５
名
が

社
会
科
見
学
で
役
場
に
訪

問
し
、
議
場
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
10
分
程
度
の
「
ミ
ニ
ミ

ニ
議
会
」
と
題
し
、
議
員

席
に
座
り
、
質
問
に
答
え

た
り
、
実
際
の
議
会
の
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ
取
っ
て

い
ま
し
た
。

六戸学園の開校に向けて

総務常任委員会

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か

っ
た
、
防
衛
や
防
災
に
対

す
る
視
察
研
修
に
つ
い
て

も
、
今
後
実
施
す
る
方
向

で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
山
本　
実

開知小
3年生

七百熊野大権現神社（権現神の使いは、サッカー日本代表のエンブレムで有名になったヤタガラス）、
白山大権現堂（沖山）、薬師神社（舘野）、鶴喰山神堂、御天摩山之神神社（下久保）、行人神社（柴山）、
大曲東屋沼神社、富士大明神宮（坪毛沢）

六戸地域の神々
トピックス
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夏
本
番
が
近
づ
く
中
、
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
に
ん

に
く
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
品
質
が
良
く
、
価
格

も
そ
れ
に
伴
い
高
く
推
移
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
広
報
委
員
会

が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
議
会
活
動
を
町
民
の

皆
様
に
い
か
に
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
か
、
頭
を
抱

え
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　

見
や
す
く
、
分
か
り
や
す

く
、
手
に
取
っ
て
読
み
た
く

な
る
。
そ
ん
な
議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
た
め
に
委
員
一

丸
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

広
報
委
員
長　
松
橋　
一
男

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　

員　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　

長　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記

聞
き
手　

盛
田 

嘉
彦

松
村 

英
子

（

）

地
元
を
盛
り
上
げ
た
い

　
今
か
ら
三
年
前
、
45
歳
の

時
に
測
量
会
社
を
上
町
地
区

で
起
業
し
ま
し
た
。
起
業
し

た
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
で
し
た
し
、
町
で
起
業

し
て
仕
事
が
得
ら
れ
る
か
等

の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
本

当
に
勇
気
が
い
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
六
戸
町
で
起
業
し

て
町
に
お
金
を
落
と
し
た
い
。

自
分
の
町
内
で
起
業
し
て
、

地
元
を
少
し
で
も
盛
り
上
げ

た
い
と
思
っ
て
。

　
起
業
し
た
当
時
は
今
ほ
ど

町
の
た
め
に
と
強
い
思
い
で

は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
町

の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
や

っ
ぱ
り
地
元
で
起
業
し
て
よ

か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
繋
が
り
に
感
謝

　
一
番
大
変
な
の
は
安
定
し

て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
。

経
営
は
、
必
ず
波
が
あ
る
の

で
。
も
し
、
仕
事
が
な
か
っ

た
ら
、
他
の
仕
事
を
し
て
で

も
や
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
測
量
と
い
う
仕
事

柄
か
、
工
事
現
場
が
動
い
て

い
な
い
間
に
仕
事
に
入
る
事

を
依
頼
さ
れ
る
の
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
そ
こ
ま
で
影
響
な

く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
し
、
元
勤
務
し
て
い

た
会
社
の
方
や
、
元
請
業
者

さ
ん
に
も
応
援
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
本
当
に
人
に
恵
ま
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
、
県
で
一
番

の
測
量
会
社
に
し
た
い
で
す

ね
。
な
れ
る
、
な
れ
な
い
は

別
と
し
て
。
や
る
か
ら
に
は

一
番
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
に
一
言

　
町
を
動
か
す
の
は
町
民
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
分

達
で
こ
う
い
う
町
に
し
た
い

っ
て
想
像
す
る
こ
と
、
意
見

を
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　
議
会
の
議
事
録
や
、
議
会

だ
よ
り
を
よ
く
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の

声
の
代
弁
者
と
し
て
こ
の
質

問
を
し
て
い
る
の
か
な
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
個
人
的
な
質
問
で
、
本

当
に
必
要
な
質
問
な
の
か
な

っ
て
疑
問
も
。
も
っ
と
も
っ

と
、
町
民
の
声
を
く
み
上
げ

た
質
問
を
し
て
い
た
だ
け
た

ら
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
活
気
の
あ

る
、
に
ぎ
や
か
な
町
に
少
し

で
も
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、町で起業した
十文字秀敏さんです。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
上
町
地
区
在
住
。
１
９
７
５
年
生
ま
れ
。
48
歳
。

六
戸
小
・
中
学
校
、
光
星
学
院
高
校
、
関
東
学
院
大
学
卒
。
小
学
生
か

ら
大
学
生
ま
で
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
選
手
と
し
て
活
躍
。
大
学
卒

業
後
、
神
奈
川
県
で
測
量
会
社
に
勤
務
。
28
歳
の
時
に
帰
郷
。
帰
郷
後
、

測
量
会
社
に
勤
務
を
希
望
し
た
が
、
求
人
が
な
か
っ
た
の
で
介
護
職
等

を
経
験
。
そ
の
後
、
念
願
の
測
量
の
仕
事
に
就
き
、
令
和
元
年
に
六
戸

町
で
測
量
会
社
、（
株
）
ジ
ェ
イ
エ
ス
を
立
ち
上
げ
る
。

　

六
戸
町
６door's

会
員
。
今
年
か
ら
父
親
の
田
ん
ぼ
を
譲
り
受
け
、

農
業
も
は
じ
め
た
。
家
族
構
成
は
妻
、
父
、
母
の
４
人
家
族
。

十じ
ゅ
う

文も
ん

字じ　
秀ひ

で

敏と
し

さ
ん

勤
務
中
の
十
文
字
さ
ん


